
 

■活動のきっかけ 

関町内会では、令和２年度は新型コロナウイルス

感染症の影響で、敬老会をはじめとしてさまざまな

行事が中止となりました。 

このような中、「コロナ禍でもできる活動はない

だろうか」と関町内会の有志が立ち上がり、令和２

年６月から町内会長、町内会役員、老人クラブ会長、

民生委員、婦人会と関係機関が関公会堂に集まり話

し合いが始まりました。話し合いでは、近所で気に

なることや町内でやってみたいことを中心に話を

進めました。 

そして、９月に話し合いの場の名称が「関つなが

り隊」に決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

①マスク配布を通した高齢者見守り活動 

終息が見込めない新型コロナウイルスの影響で

屋外活動が少なくなり高齢者の閉じこもり、認知症

の進行が懸念されていました。１０月に敬老会の代

わりに高齢者の見守りを兼ねて夏用マスクと消毒

液の配布を実施しました。配布を通して帰宅時に手

洗いや消毒の新しい生活様式を習慣づけていただ

きました。受け取られた高齢者からは「久しぶりに

会えて楽しかった」などの声がありました。 

 

➁青空市場 

令和２年度は秋祭りも中止となりました。そこ

で、歩いて行ける身近な場所で買い物を楽しんでも

らおうと、近所で買い物を楽しめる場、地域の交流

活動として「関青空市」の開催を計画しました。感

染症対策や販売する物品について、関つながり隊の

メンバーで話し合い、関公会堂の広場で沢田の柿や

竜操中学校の生徒が育てた竜操米、福祉の店の雑貨

類を販売しました。買い物に訪れた高齢者は、「久々

にご近所の人の顔が見れた」「近所で買い物ができ

てうれしい」と喜ばれていました。 

青空市場をきっかけに、地域のつながりを深め、

みんなが集い交流できる居場所づくりを目指して

います。 

なお、青空市場は会場への入り口を限定し、会場

内の順路を決めました。さらに検温、アルコール消

毒を行い、多くの人が集まらないよう、感染症対策

に十分配慮して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通いの場・話し合いの場 
幡幡多多学学区区  関関町町内内会会  

関関つつななががりり隊隊  

町内会情報 世帯数 520 世帯 人口  1,352人 高齢化率  18.3％ 

関つながり隊会議 

インタビュー 代表者：二神 博志 

 

 

青空市場の様子 

沢田の柿を販売 
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③地域の居場所づくり

関つながり隊のメンバーでもある地区の民生委

員が中心となり、毎週水曜日に関公会堂で子どもの

居場所「なーんにもないかくれ家」の活動をしてい

ます。学校帰りの子どもたちが立ち寄り、高学年が

低学年に勉強を教えたり、お絵描きやアニメ鑑賞を

して楽しい時間を過ごしています。居場所は民生委

員が守番をしています。 

■運営費

関町内会と連携 

■ネットワーク

町内会／民生委員児童委員協議会／老人クラブ／婦

人会／愛育委員会 

■工夫していること

話し合いで出たメンバーの意見をしっかりと吸

い上げ、活動に反映させることです。関つながり隊

は月に１回メンバーが集まり、地域の気になること

や地域が元気になる活動などについて話し合いを

しています。会議を継続していくためには、継続し

ていこうという意識をもつ必要があります。会議は

一人ではできません。メンバーの意見を聞き、そし

て会議で決定したことは必ず実行することで、メン

バーのモチベーションが上がり、会議の継続につな

がっています。 

■苦労した、苦労していること

活動の担い手を増やすことが課題です。現在のメ

ンバーは合計６名です。今後も会議を継続し、活動

していくためには仲間が必要です。今後は町内の組

長（班長）にも協力してもらい、活動する予定です。 

 「なーんにもないかくれ家」の活動についても現

在は１名で活動しています。今後も継続していくた

めに、子どもが好きな方、福祉の心を持っている方

を募集中です。 

■今後の抱負

令和３年１月には公会堂付近の田んぼでとんど

焼き（焼き芋大会）を実施しました。参加者にも好

評で、来年も実施予定です。地域の方が交流できる

活動を会議で話し合い、実現していきたいです。 

令和３年３月より公会堂であっ晴れ！もも太郎

体操を開始しました。毎週水曜日に実施していま

す。体操終了後、公会堂に集まった子どもと高齢者

が交流できる場を作りたいと考えています。 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと

関町内会では、地域の方が住んでいる町に愛着を

持つこと、持てるような町内を目指しています。 

関町内会のスローガンは「学区で一番きれいな

町」です。住んでいる町に愛着を持てば、「きれい

にしなくては」という気持ちになり、落ちているゴ

ミを拾ってくれます。そしてさらに住みよい町にな

っていきます。地域の方が住んでいる町内を愛し、

地域のためになにかしたいと思ってもらえるよう

な町内を目指していきたいです。 

なーんにもないかくれ家の様子 

公会堂であっ晴れ！もも太郎体操を実施 
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